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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 今回は 6 年生を送る会の裏舞台特集です。主人公の活躍を引き立たせるためには、縁の下の

力持ちが必要です。今回、5年生は「6年生に喜んでもらいたい」を目標に頑張ってきました。 

ご覧の写真は、準備や片付けの様子です。 

自分から進んで仕事を見つけ、活躍している様子がよく伝わってきます。最後に、6年生の担

任からのお礼の言葉を聞いた5年生。最高学年としての自覚が芽生えているようでした。 

間もなく卒業していく 6 年生の背中を見ながら、「いつかあんな最高学年になりたい」「6 年

生を超える最高学年になりたい」と憧れの眼差しで6年生の演奏をみる5年生。 

その後ろ姿に、何よりも立派な成長を感じたのは言うまでもありません。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以前にもお伝えしましたが、タブレット学習のよさは技術面の向上だけではありません。 

子ども達の心を育むツールにもなるところです。 

 今回は、「6 年生が卒業する前に思い出を作ろう」という企画のもと、1 年生とタブレット

の学習をしました。 

 まずは、6年生のイメージをタブレット上でアンケートにして回答してもらいました。 

 続いて6年生とオンラインクイズ大会をしました。 

校長先生の名前は「たかはし しげぞう」である。 

「いいえ！」 

と言いながら、マークを移動させます。全員の結果を一覧

表にすると大盛り上がりでした。 

6年生は、優しいイメ

ージが一番なんだね。 

最後に「あ

りがとう」と

いいたいです

か？ 

記念写真を

撮ろうね。 

 外に出て二人の写真を撮りました。

また、教室に戻ってから、スタンプを

押したり、メッセージを書いたりして

思い出作りをしました。 

 今日はここまでで終了でした。次回

の完成が楽しみです。 


